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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：精神科における薬物療法　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修
日時：11/24（金）17：15～　　場所：2階　会議室
テーマ：「処遇制限について」　　　講師：上野　雅人Ns
対象：看護・介護（新人・初級・中級）

・医療ガス医療機器等管理委員会より研修会のお知らせ

　AEDの取り扱い方についての研修会を実施するので出席すること。

　①11月17日（金）15：00～15：15（カンファレンス時間内）

　②11月20日（月）11：00～11：15　

　①：柴崎、佐々木、馬場、慶長、戸賀沢　②：石橋、田中、服部、工藤、藤田

　場所：第2診察室もしくは旧デイケア室

・八戸精神科医会研修会
日時：11/15（水）19：00～20：30
場所：八戸パークホテル　マグノリア
演者：ハートフル川崎病院　院長　天保　英明先生
内容：専門医制度の動向と最近経験した摂食障害

・統合失調症と多職種連携についての研修会
　日時：11/22（水）19：00～20：30

　場所：八戸グランドホテル　マリンホール

　演者：医療法人　恵風会　高岡病院　副院長　佐藤　創一郎先生
　内容：特別公演　誰かを支える　みんなで支える

　申し込み締め切り：11/17(金)正午まで

・青風荘火災避難訓練について

　日時：11/18（土）　9：30～10：30

・インフルエンザ対策について

掲示板の内容を各自確認し、インフルエンザ予防を心がけること。
・年末調整について
　注意事項、提出方法等は掲示板で確認、作成し、11/15（水）までに総務へ提出すること。

・賞与評価について

　書式をメールで送るので、11/22（水）までに作成し、提出すること。

　11/15までに、外部研修、委員会などについて自己アピールできることを記入すること。

[提出期限]

・12月プログラムテキスト：11/20（月）

・賞与評価：11/22（水）

＜利用者様情報＞

デイケア

・上川原　豊　様～本日、来所しすぐにスタッフと一緒に空包の確認をしており、本人より「飲んでるよ」と報告聞かれている。ラジオ体操中に腹痛の訴えあり、「運動すると痛くなる」と話している。体重測定を実施すると60.0㎏、朝食はご飯、味噌汁、漬物を摂取し、昼食はいなり寿司を食べたとのこと。「いまはお腹の調子が良くないためあまり食べてない」と話している。また、先日の採血の結果について話をしており、「数字が悪かったから、ご飯も気を付けていかないといけない」と自ら注意していくことを話している。
　　　　　　　　　検査データ：TG→565↑(入院中の最後の検査では130）、尿酸値→27↑、HbA1→6.1、LDL-ch→21↓
・繁名　和恵　様～本人より電話にて、腹痛と嘔吐があり、デイケアを欠席したいと話している。グループホーム世話人訪問中で、昨夜下痢を2～3回しており、今朝は朝食後に嘔吐していることから、内科受診をするよう促したとのこと。
・成田　早希　様～久しぶりに来所し、「仕事でイライラが溜まるんですよ」と訴える為、詳細を質問している。仕事場にすぐ泣いてしまう利用者がおり、相手に対するスタッフの対応が不十分で曖昧なことにイライラし、イライラしている自分に対し更にイライラしてしまうと笑いながら話している。体調や生活上の問題は生じていないとのことで、自身の気持ちを表現できていることを評価し、仕事を継続していくために対処方法を検討していく必要性を説明。「いろいろ考えながらやってみます」と話す為、実践し対処が難しい際には無理せず相談するよう促している。

・佐々木　理佳様～本人より就労継続支援A型施設の概要を知りたいとの相談があり、概要を説明しつつ、今後の就労について面談を行っている。説明を静かに聞いており、本人から質問はないが、自分から「今までいろんな仕事をしてきたけれども、長く続けることが出来なかったんですよ」と自身の過去の就労状況を話している。長く続かなかった理由については「仕事始まると、職場の人に被害妄想を感じてしまって、行けなくなっちゃったんです」「一番最近の仕事は幻聴があって長く仕事できませんでした」と自身の状況を振り返りながら話している。自分で振り返ることが出来ていることを評価し、仕事を行うことによって病状に変化が生じる可能性があることを本人に説明。今後の就労について、施設利用を考えながら順を追ってステップアップを目指していくことを提案すると「前向きに考えてみます」と表情穏やかに話している。11/24（金）に行うハローワークセミナーへの参加を希望しており、今後はデイケアでの就労支援を通じ、病状管理能力を向上させつつ、就労に向けた準備を行うこととしている。上記情報は関係機関へ情報提供している。

※11/24（金）ハローワークセミナーについて

　参加予定者：佐羽内裕亮様、佐々木理佳様（見学）、
川崎広幸様（訪問看護予定となっており、調整中）

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～9：40頃、ドア付近をウロウロしており、「しまむらに行きたいからどけて」と話している。スタッフが制止しようとするが、しまむらのチラシを見たいと話し階段を降りようとするため、スタッフと一緒に1階へ降りていくと、体験利用者を送ってきた病棟スタッフを見かけると、「連れていかれる」と自ら2階に戻ってきている。広告が届くまで、プログラムに参加することと、勝手に下に降りないよう伝えると了承している。しまむらのチラシを持って来てもらうと、チラシを見た後は、落ち着いて過ごしている。プログラムには途中退席することはなく参加している。夕食後、皆がまだ食べ終わっていない時に一人立ち上がり、テーブルを離れ「帰る」と話している。〈まだ早いので、皆と一緒に帰りましょう〉言うと「はい」と返答し直ぐにテーブルに戻っている。以後帰荘時間までスタッフと談笑しながら過ごしている。
・稲垣　ふき　様～青風荘からの情報提供で昨日、シンラックを欲しいと来たが、飲まずに過ごしているため、排便状況の確認をして欲しいとのこと。本日、排便状況を確認すると「少し出た」と話している。夕食後の排便状況を確認すると「今日は出ていない」「出てないから薬もらう」と話している。青風荘へ上記内容を情報提供している。

・板橋　利美　様～昨日は、夕食後辛そうに歩いており痛み止めを塗っている。本日は、昼食後薬服用後、身体の痛みについて、「左膝の痛みは変わらない」「一生痛みは変わらないんだろうな」と話しており、「午後のエアロビクスは欠席します」と言う。主治医には話しているとのことだが、次回再度相談してみるよう伝えている。
・倉石　ヨシエ様～昨日は、冴えない表情見られ神様に関する発言が聞かれていた。また、食事摂取量が全体の半量摂取、便秘の訴え聞かれていた。本日は、昼食後、排便があったことを表情良く話している。食事摂取量は、昼、夕食とも全量摂取し、不調は見られず神様に関する発言は聞かれていない。
・倉橋　生子　様～本日は、スタッフに話し掛けや、他メンバーへ干渉的になることが見られているが、過度になることはない。昼食後、眠気の訴えきかれている。引き続き、他者とのトラブルのない様適宜介入していく。

ナイトケア
・鹿原　博夫　様～昨日、来所時からぼんやりとしており、小声での独語が聞かれている。体調や生活状況を聞くと、体調不良は特になく、生活上の問題も特にないとのこと。不調や何か問題が生じた際には無理せず相談するよう促すと「わかった」と穏やかに返答している。ナイトケアではぼんやりとしながらテレビを見ており、積極的ではないが、問題なく過ごしている。
＜小笠原キワ様への対応が遅くなったことについて＞
【経緯】

11/3に女性利用者に一方的に物を言われ、静かな場所に行きたい理由から、通常座っている場所を離れて一人で階段に行くという行動があった。11/10はスタッフの声掛けで女性利用者から離れた場所に座り距離を置くことで落ち着いて作業に集中することが出来ている。昼食後の片付けをスタッフと一緒に行っている際、女性利用者が隣に来て一方的に話し掛けられると表情の硬さが見られており、スタッフが声掛けすると「まあ、大丈夫だ」と話している。帰宅前には、本人から来週の利用を休むことを伝えに来ている。理由を尋ねてもなかなか答えようとせず、話せないでいる様子が心配であることを伝えると「用事はないんだけど」と、少しずつ話し始める。理由については、特定女性利用者が大声で悪口を言っていたことが自分のことを言っているように思えたとのこと。相手に注意をしたスタッフから、小笠原様のことではないことを説明するが、「そうは思わない」と受容できずにいる。再度来週の利用について尋ねるが「休めば、あっちが忘れるがなって思って」と話しており、気持ちは変わらない様子。スタッフと利用について検討し、無理をせず休養することとし関係機関に情報提供している。

　11/11に青陽館スタッフ、青風荘スタッフ、本人で、特定女性利用者と他のメンバーに対する行動について振り返りを行っている。はじめは認めなかったが、実例を挙げると少しずつ認めており、涙も流し、その後関係のない話をしていたとのこと。このまま行動に変化がなければデイナイトケアへの通所は難しいことを通告し、青風荘、デイナイトケアにおいてスタッフから静止・介入されたときは一旦話をやめることを目標としている。

11/13の昼食後、土曜日に面談があったことを話している。金曜日利用の特定利用者様が倉橋様を苦手としていたことに関して、「私みたいに話すことが、嫌いみたいで、気が付かなかった」と話している。「これからは、スタッフに言われたことは、反省するようにして考えて行動します」「私、カーッとすると、すぐに行動に出してしまうんだよ」と反省している様子が窺える。

【問題点】

　11/13に小嶋SGMより、朝の申し送りの際、11/11の件を本人に伝えるように指示があったが、すぐに対応せず、昼の申し送りでも、両フロアとも伝えていなかった。夕方、小嶋SGMがデイナイトケア遅番に確認するが、日勤者退勤後で確認できず、翌日の日勤に申し送っている。
　⇒今回の事案は早急な対応が必要と思われるケースであり、連絡するタイミングが遅れると、利用しなくなる可能性も高くなるため、早急に連絡すべきであった。
　11/14朝にデイケアとデイナイトケアの日勤者で、どちらが連絡するか相談し、デイケアで連絡することにしたが、慶長JGMに確認後に連絡を取ることとし、遅番勤務で出勤後に確認し、デイケアスタッフが16：00に悠湯の里に連絡している。
　⇒連絡する際に、目的を理解しないまま連絡しており、小嶋SGMが伝えて欲しかったことが伝えられていなかった。また、誰が連絡するのかを確認するのは、慶長JGMだけでなく、菅原AOMに相談しても良いので、早く対応できるようにしていくことが大事。誰が行くのかについては、本人から話を聞いたスタッフであったり、本人との関係性を考慮して決定するのが望ましいと思われる。
【対応策】
　・悠湯の里のスタッフに、本人に伝えてもらえたのか確認し、本人の反応はどうだったのか、今週の利用についても併せて聞いてみる。その上で、本人に直接会って話がしたいことを伝え、訪問の調整をする。
　・カンファレンス終了後、悠湯の里に連絡し、上記内容について確認し、対応していく。
　・訪問する場合には、誰が訪問するのがベストか検討し、対応していく。

　・誰かがやってくれるだろうと思わず、お互いに相談しながら協力し合って、業務を行っていく。
